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3H｡は質量が小さいから,周 りの4H｡より激 しく零点振動をしてお り, 3H｡の原子
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ここでaloは よ格子点上にスピンαの 3H｡を作る演算子であり,第-項は 3Heと最近
按格子上の 4H｡との交換を表わす項で 4H｡の演算子は略してある｡第二項を無視 して
第一項だけを考えると,これは自由粒子のノ､ミ/レトニアンであり.Impuritonと呼ばれ
る準粒子を表わす項である｡種々のパラメーターの大きさの軽度は,J34 二三10-4K,
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ここでEj-亨vjlnl(P H '･j+△)であり,格子JEljに居る 3ficのポテンシャル ･














とすると(2)式はD-△ /ー/TD とな り,これは rD時間ごとに,距離△ だけrandomwalk
する場合の拡散係数の表式である｡そして (5)式からわかるように 1//TDは,Vを無摂





大きさ くIE了E十 △l>である0 3Heの分布は完全に乱雑であるために,各格子点で
のポテンシャル ･エネ′レギーEノはランダムな量とな り,考えている条件 の下では,
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Tl ～- x M 2 ･ Tc
(6)
と表わされるOただし,この式は共鳴周波数 a'が′トさい時だけ成立する｡ M2は x-1
のときの2次モーメン トである｡ 実験的に, motionalnarrowingが起っている事がわか
っているからT2 も(6)式で表わされるO 従って Tc を求めることが主要な問題であるo
Tl,T2に関する実験データはかなりそろっているが,理論的な解釈はまだ不十分で
ある｡Huang達の考えを紹介する｡ ある3He(格子点 Jにあるとする)に注目し, た
またま隣 りの格子点 巨 △ にも3Heがあったとする｡この 打 △ にある3Heが隣 りの
格子点に移ったとすると, ノにある 3Heの感 じる双極子場はかなりな程度変化するo
従って j+△ にある 3Heが隣 りに移るまでの時間を Tとすると, T～- Tcと近似でき
る｡しかしこの考えでは,互に隣 り合っているという特別の配置にあるスピンだけが緩




















東大理 鈴 木 秀 次
§1. ま え が き
固体- リウム中の原子の相対並進運動は多くの場合格子欠陥の運動を介して起こるの
で,固体- リウムの量子効果で興味深い問題は格子欠陥と関係していると考えられる｡
私の研究室では5年ほど前から固体- リウムの塑性流動の実験 1)を行ってお り,また最
近は音速の温度変化の異常の測定結果2)が得られて,転位や原子空孔などの格子欠陥の
挙動をかなり詳 しく知ることができるようになった｡ここではそのうち塑性変形の研究
から得られた結果を述べることにする｡ なお,固体- リウムの塑性変形にっいてはソビ
ェ トの2箇所3～ 5)で論文を発表しているが,極めて限定された条件下の測定であるため
格子欠陥の挙動を論ずることはできない｡また米国などで塑性変形の実験を進めている
という話は聞いているが,論文発表の段階には達 していないようなので,私達の研究室
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